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2つくばみらい市議会だより※表紙写真：谷和原幼稚園での英語教室の様子

ALT（外国語指導助手）

市議会
　

現
在
（
令
和
４
年
度
）、
つ
く
ば
み
ら
い
市

立
小
中
学
校
に
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
方
が
合
計

16
人
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
伊
奈
中

学
校
２
人
、
伊
奈
東
中
学
校
１
人
、
谷
和
原
中

学
校
２
人
、
小
絹
中
学
校
２
人
で
、
中
学
校
全

体
で
合
計
７
人
で
す
。
小
学
校
へ
は
合
計
９
人

が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
校
の
英
語
担
当
教
員
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語
力
向
上
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
５
年
度

か
ら
公
立
幼
稚
園
３
園
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
を
常

時
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、毎
月
１
回
行
っ
て
い
る
研
修
会
と
、

谷
和
原
幼
稚
園
で
毎
週
行
わ
れ
て
い
る
幼
児
へ

の
英
語
教
育
の
現
場
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
メ
ア
リ
ー
先
生
は
週
１
回
、
谷
和

原
幼
稚
園
で
園
児
た
ち
に
英
語
を
教
え
て
い
ま

す
。

研修会の様子
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楽
し
い
雰
囲
気
で
幼
稚
園
児
が
活
き
活

き
と
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
後
、

メ
ア
リ
ー
先
生
に
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る
子
ど

も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
取
材
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
取
材
者　

間
宮
美
知
子
・
岡
本
昌
弘
）

Ｑ　

授
業
の
中
で
、
日
本
語
で
の
通
訳
は
あ
り

ま
す
か
。

Ａ　

授
業
は
、オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
す
。

簡
単
な
単
語
で
通
じ
ま
す
。

Ｑ　

英
語
が
嫌
い
な
子
は
い
ま
す
か
。

Ａ　

文
法
ば
か
り
の
授
業
だ
と
苦
手
な
子
も
出

て
き
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
子
に
は
廊
下

で
声
を
か
け
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
自
分
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

い
ま
す
。

　
　

ど
の
子
も
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
大
好
き
で

す
。

Ｑ　

苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

苦
労
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
授
業
の
方
が
、
張
り
切
っ
て
い

る
と
い
う
子
も
い
ま
す
。

　

手
遊
び
歌
や
ア
ク
シ
ョ
ン
の
ま
ね
っ
こ
遊
び

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自
然
に
英
単
語
を
覚

え
て
い
き
ま
す
。
声
を
出
し
な
が
ら
同
じ
動
き

を
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
、
楽
し
く
て
楽
し

く
て
仕
方
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
活
動
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
の
カ
ー
ル
先
生
に
聞
き
ま
し
た

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

カ
ー
ル
先
生
は
イ
ギ
リ
ス
出
身
で
、
日

本
に
17
年
も
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
経
験
も
豊
富
な
方
で
す
。

　

現
在
は
、
市
内
の
中
学
校
で
英
語
の
授

業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

カール先生

メアリー先生の授業風景
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つ
く
ば
み
ら
い
市
の

　
　
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　

●
第
１
回
臨
時
会
で
審
議
し
た
案
件

　
　

市
長
提
出
案
件	

２
件

	

計
２
件

　

●
第
１
回
定
例
会
で
審
議
し
た
案
件

　
　

市
長
提
出
案
件	

30
件

　
　

議
員
提
出
案
件	

２
件

　
　

陳
情	

１
件

	

計
33
件

第
１
回
臨
時
会　

２
月
９
日	

（
１
日
）

第
１
回
定
例
会　

２
月
27
日
〜
３
月
20
日

	

（
22
日
間
）

議
案
審
議

令
和
５
年
度
予
算
を
審
査
し
ま
し
た

一
般
会
計
予
算
は
２
４
９
億
９
，６
６
０
万
円

	

（
前
年
比
０
・
２
％
増
）

ここに注目
　

今
定
例
会
に
お
い
て
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
第
23
号
か
ら
議
案
第
28
号
ま
で
の
６
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
10
日
、
14
日

及
び
15
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

※当初予算額については、水道事業会計及び下水道事業会計以外は
歳入・歳出予算とも同額となります。

会計名 令和５年度の
当初予算額

前年度との
比較増減率

一般会計 249億9,660万円 0.2%

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 48億2,998万7,000円 10.4%

後期高齢者医療特別会計 7億3,054万2,000円 10.1%

介護保険特別会計 37億296万7,000円 0.2%

水
道
事
業
会
計

水道事業収益（収入） 16億4,145万1,000円 2.0%

水道事業費用（支出） 15億5,385万6,000円 2.5%

資本的収入 8億278万7,000円 27.6%

資本的支出 13億5,192万9,000円 15.5%

下
水
道
事
業
会
計

下水道事業収益（収入） 18億7,938万7,000円 0.0%

下水道事業費用（支出） 16億367万7,000円 3.1%

資本的収入 10億8,499万5,000円 64.9%

資本的支出 15億500万8,000円 39.6%

会計別の予算額
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つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
は
、
令
和
５
年

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、「
保
育
士
の
配

置
基
準
の
見
直
し
を
国
に
求
め
る
意
見
書
」

を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、衆
参
両
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
少
子
化
対
策
）
に
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

発
議
第
２
号

　

保
育
士
の
配
置
基
準
の
見
直
し

を
国
に
求
め
る
意
見
書

保育士の配置基準の見直しを国に求める意見書
　急速な少子化が進む中、安心して子どもを産み育てることのできる社会を実現するためには、
子どもの健やかな成長を支える質の高い保育サービスの提供と保育の担い手の確保が重要である。
　現在、全国の保育現場では、日々、未来を担う子どもの健やかな成長を願い、それぞれの保
育士は懸命に取り組んでいる。また、通常業務に加えて、新型コロナウイルス感染症予防に努
めるべく、保育現場では徹底した衛生管理業務が常態化している。このような過重な労働環境
の下で、早期離職者が出るなど、保育士の確保と定着が喫緊の課題となっている。
　こうした状況の中、国の保育士の配置基準は保育士１人に対し０歳児は子ども３人、１歳児
と２歳児は６人、３歳児は 20人、４歳児と５歳児は 30人とされているが、多様な保育ニーズ
への対応や安全に目を配ることさえも難しくなっている。公立、私立を問わず、実際には独自
に上乗せ配置で窮状を乗り切っている保育現場は少なくない。このようなことでは保育士の処
遇改善は進みません。
　今まで以上に保育士が子どもや保護者と丁寧に関わることが求められており、保育サービス
の担い手を確保するためにも、国の保育士配置基準の見直しにより保育士の増員を行うことが
必要である。
　よって、つくばみらい市議会は、国会及び政府に対し、保育士の配置基準を見直すとともに、
必要な財源を十分に確保するよう強く要望する。

以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

　　令和５年３月 20日

　　衆議院議長　　　　細田　博之　様　　　　参議院議長　　　　　尾辻　秀久　様
　　内閣総理大臣　　　岸田　文雄　様　　　　財務大臣　　　　　　鈴木　俊一　様
　　厚生労働大臣　　　加藤　勝信　様　　　　内閣府特命担当大臣　小倉　將信　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（少子化対策）

茨城県つくばみらい市議会

Pick up1
「
保
育
士
の
配
置
基
準

の
見
直
し
を
国
に
求
め

る
意
見
書
」
を
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
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同
意
第
１
号　
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　
つ
く
ば
み
ら
い
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
５
年
３
月
31
日
任
期
満
了
に
伴
う
副
市
長
の
選
任
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
、

次
の
方
の
選
任
に
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
東
茨
城
郡
茨
城
町　
　

渡わ
た
な
べ邉　

千ち

明あ
き　

（
再
任
）

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
学
校
教
育
改
革
プ
ラ
ン
（
※
）に
基
づ
き
、
不
登

校
や
い
じ
め
に
関
す
る
相
談
及
び
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
す
。

　
【
改
正
点
①
】
不
登
校
や
い
じ
め
に
関
す
る
相
談
及
び
支
援
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
・
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、
総
合
的

な
支
援
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
総
合

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

　
【
改
正
点
②
】今
後
の
事
業
の
実
施
場
所
は
、
十
和
小
学
校
跡
地
を
利

用
す
る
計
画
の
た
め
、
位
置
を「
つ
く
ば
み
ら
い
市
上
長
沼
１
２
５
０

番
地
」に
改
め
る
。

　
【
施
行
期
日
】
令
和
５
年
10
月
１
日

Pick up2

Pick up3

人
事
紹
介
に
つ
い
て

「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
総
合
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
」に
改
め
ま
す

※
令
和
５
年
度
学
校
教
育
改
革
プ
ラ
ン

　

総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

〇
児
童
生
徒
の
活
動
の
充
実
と
心
の
居
場
所
づ
く
り

　
　

・
適
応
支
援
教
室
「
な
の
は
な
」
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充

　

〇
学
校
・
家
庭
・
関
係
機
関
と
の
連
携

　
　

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
家
庭
訪
問
、
学
校
訪
問

　
　

・
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　
　

・
い
じ
め
問
題
及
び
そ
の
対
策
に
関
す
る
支
援

　
　

・
多
様
な
教
育
相
談
へ
の
対
応
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令和５年第１回臨時会　　議決一覧表令和５年第１回臨時会　　議決一覧表

議案番号 議　案　名 結　　果

議案第 1 号 令和４年度つくばみらい市一般会計補正予算（第 10号） 原案可決

議案第 2 号 令和４年度つくばみらい市下水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

令和５年第１回定例会　　議決一覧表令和５年第１回定例会　　議決一覧表

議案番号 議　案　名 結　　果

報告第 1 号 専決処分の報告について（第１号） 報　告

同意第 1 号 副市長の選任について 同　意

議案第 3 号 第２次つくばみらい市総合計画基本構想 原案可決

議案第 4 号 つくばみらい市個人情報の保護に関する法律施行条例 原案可決

議案第 5 号 つくばみらい市産米の消費拡大に関する条例 原案可決

議案第 6 号 行政組織の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例 原案可決

議案第 7 号 つくばみらい市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例等の一部を改正する条例 原案可決

議案第 8 号 つくばみらい市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例 原案可決

議案第 9 号 つくばみらい市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 10号 つくばみらい市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 11号 つくばみらい市教育支援センター条例の一部を改正する条例 原案可決
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議案番号 議　案　名 結　　果

議案第 12号 つくばみらい市運動公園等条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 13号 つくばみらい市立学校体育施設の開放に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 14号 つくばみらい市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 15号 市道路線の廃止について 原案可決

議案第 16号 市道路線の変更について 原案可決

議案第 17号 市道路線の認定について 原案可決

議案第 18号 令和４年度つくばみらい市一般会計補正予算（第１１号） 原案可決

議案第 19号 令和４年度つくばみらい市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 20号 令和４年度つくばみらい市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 21号 令和４年度つくばみらい市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 22号 令和４年度つくばみらい市下水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 23号 令和５年度つくばみらい市一般会計予算 原案可決

議案第 24号 令和５年度つくばみらい市国民健康保険特別会計予算 原案可決

議案第 25号 令和５年度つくばみらい市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第 26号 令和５年度つくばみらい市介護保険特別会計予算 原案可決

議案第 27号 令和５年度つくばみらい市水道事業会計予算 原案可決

議案第 28号 令和５年度つくばみらい市下水道事業会計予算 原案可決
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番号 陳情名 結　　果

陳情第 8 号 日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻
く空・水・土の安全の保障を求める陳情

全議員及び
執行部に配布

議
案
第
４
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

【
質
疑
者
】

　
古
川
よ
し
枝 

議
員

議
案
質
疑第

１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

討

論

議
案
第
４
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

【
賛
成
討
論
】　
守
谷
智
明 

議
員

議
案
第
23
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
令
和
５
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市
一
般

会
計
予
算

【
反
対
討
論
】　
間
宮
美
知
子 

議
員

【
賛
成
討
論
】　
鐘
ケ
江
礼
生
奈 

議
員

【
賛
成
討
論
】　
岡
本
昌
弘 

議
員

議
案
第
25
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
令
和
５
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

【
反
対
討
論
】　
古
川
よ
し
枝 

議
員

【
賛
成
討
論
】　
守
谷
智
明 

議
員

議案番号 議　案　名 結　　果

議案第 29号 令和４年度つくばみらい市一般会計補正予算（第１２号） 原案可決

議案第 30号 令和５年度つくばみらい市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

発議第 1 号 つくばみらい市議会の個人情報の保護に関する条例 原案可決

発議第 2 号 保育士の配置基準の見直しを国に求める意見書 原案可決
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皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生

活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
質
問
は
、
議
員
本
人
が
概
ね
２
０
０
字
を
目

安
に
要
約
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質
問
議
員
11
人
　
　
質
問
17
項
目

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
っ
て
い

た
だ
く
と
、
各
議
員
の
一
般

質
問
の
様
子
が
動
画
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
間
宮
美
知
子
議
員

　
麦
や
大
豆
等
へ
の
転
作
を
進
め
る
た

め
に
、
水
田
活
用
交
付
金
が
支
払
わ
れ

て
い
た
が
、
今
後
５
年
間
で
一
度
も
水

張
り
が
な
け
れ
ば
交
付
金
は
支
給
し
な

い
と
農
水
省
が
決
め
、
地
域
の
農
業
者

か
ら
心
配
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
日

本
の
食
料
自
給
率
は
37
％
に
落
ち
込
み
、

地
球
温
暖
化
や
肥
料
の
高
騰
等
で
、
農

家
は
苦
し
ん
で
い
る
。
大
半
が
65
歳
以

上
の
人
で
か
ろ
う
じ
て
支
え
て
い
る
農

業
を
、
こ
れ
以
上
の
収
入
減
や
、
広
大

な
耕
作
放
棄
地
の
発
生
等
で
更
に
苦
し

め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
農
業
施
策
を

望
む
。

●
市
民
経
済
部
長

　
国
が
制
度
化
し
た
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
の
条
件
変
更
に
よ
り
将
来

的
に
耕
作
放
棄
地
が
生
じ
る
心
配
に
つ

い
て
は
、
現
状
市
内
の
農
業
者
等
か
ら

の
意
見
な
ど
は
な
い
が
、
令
和
９
年
度

に
近
づ
く
に
つ
れ
、
水
張
り
を
行
わ
な

い
農
地
が
交
付
対
象
と
さ
れ
な
い
等
、

農
業
収
入
の
減
少
に
よ
る
経
営
不
安
が

生
じ
る
等
の
懸
念
材
料
が
払
拭
で
き
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
市
内
農
業
者
に
対
し

て
大
き
な
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
情
報
収
集
し
、

農
業
者
へ
の
周
知
も
含
め
耕
作
放
棄
地

の
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
魅
力
あ
る
農
業
を
つ
く
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
捉
え
「
み
ら
い
型

農
業
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
農
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策

を
行
い
、
次
世
代
へ
繋
が
る
持
続
可
能

な
農
業
を
推
進
す
る
。

間宮 美知子

水
田
活
用
交
付
金
の
交
付
条
件
変
更

に
つ
い
て
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●
今
川
英
明
議
員

　
み
ら
い
平
地
区
の
新
設
中
学
校
に
つ

い
て
、
令
和
５
年
に
基
本
設
計
及
び
実

施
計
画
を
行
い
、
令
和
９
年
開
校
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
現
在
の
状

況
を
伺
う
。

　
事
業
に
関
し
て
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
専

門
職
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
の
か
。
学
区
に
つ
い
て
は
審

議
会
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
慎
重
に
願
い
た
い
。

　
ま
た
小
絹
中
が
廃
校
と
の
噂
話
が
あ

る
。
当
局
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
安
全
安
心
を
前
面
に
出

し
、
市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
新
校

舎
を
要
望
す
る
。

●
教
育
部
長

　
現
在
、
市
内
各
中
学
校
の
教
職
員
を

交
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
、

施
設
の
配
置
計
画
等
を
作
成
し
て
い
る
。

今
年
度
中
に
基
本
設
計
業
務
を
、
来
年

度
か
ら
は
詳
細
な
図
面
の
作
成
等
を
行

い
、
令
和
６
年
３
月
末
ま
で
に
実
施
設

計
業
務
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
当

初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
順
調
に
進

捗
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
級
建
築
士
の
資
格
を
持
ち

実
務
経
験
も
あ
る
職
員
や
建
設
工
事
等

の
経
験
が
豊
富
な
職
員
を
配
置
し
、
設

計
協
議
等
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い
る
。

　
新
設
中
学
校
の
学
区
は
、
来
年
度
に

学
区
審
議
会
を
設
置
し
検
討
す
る
。

●
市
長

　
小
絹
中
学
校
の
廃
校
の
噂
は
、
全
く

根
拠
の
な
い
間
違
っ
た
情
報
で
あ
る
。

小
絹
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
考
え
、
よ
り
良
い
学

校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
鐘
ケ
江
礼
生
奈
議
員

　
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
過
去
最
多
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
様
々
だ
が
、

本
市
で
の
現
状
と
対
応
、
及
び
、
進
学

進
路
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
自
宅
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
参
加
や
民
間

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
児
童
生
徒
の

出
席
扱
い
に
つ
い
て
、
及
び
、
保
護
者

と
の
連
携
と
相
談
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の

方
針
と
官
民
連
携
し
た
支
援
体
制
に
つ

い
て
、
及
び
、
登
校
し
て
も
教
室
へ
入

れ
な
い
児
童
生
徒
へ
の
支
援
と
し
て
校

内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
設
置
の
考
え
方
を

伺
う
。

●
教
育
部
長

　
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
１
月
現
在
小

中
学
校
合
わ
せ
て
１
６
６
人
で
あ
る
。

学
校
や
「
な
の
は
な
」
で
個
に
応
じ
た

支
援
を
行
い
、
県
立
高
等
学
校
等
に
進

む
生
徒
も
い
る
。
自
宅
で
受
け
る
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
は
、
一
定
要
件
を
満
た
せ

ば
出
席
扱
い
に
し
て
い
る
。

　
こ
ど
も
課
と
連
携
し
、
保
護
者
の
悩

み
に
寄
り
添
う
支
援
を
し
て
い
る
。

●
教
育
長

　
学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
達
が
自
分

の
ペ
ー
ス
で
学
習
で
き
る
場
と
し
て
、

総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
予
定

で
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
個
に
対
応
し

た
指
導
等
を
行
う
ほ
か
、
児
童
生
徒
と

保
護
者
に
よ
り
近
い
学
校
と
密
に
連
絡

を
取
り
、
支
援
を
行
う
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
は
児
童
生
徒
の
状

況
を
踏
ま
え
双
方
に
充
実
感
等
の
持
て

る
交
流
を
検
討
し
た
い
。

　
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
伊
奈
中
学

校
に
あ
り
、
全
中
学
校
に
設
置
の
検
討

を
し
て
い
る
。

今川　英明

み
ら
い
平
地
区
新
設
中
学
校
建
設
事
業
の
進
捗
状
況
、既
存

中
学
校
と
の
関
わ
り
及
び
今
後
の
学
区
編
成
等
に
つ
い
て

鐘ケ江 礼生奈

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に

つ
い
て
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染谷　礼子

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
に

つ
い
て

●
染
谷
礼
子
議
員

　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
事
故
の
証

拠
や
あ
お
り
運
転
の
記
録
と
し
て
活
用

で
き
、
事
故
後
の
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
効
果
も
あ
り
、
公
用
車
へ
の
設

置
は
急
務
で
あ
る
。

　
ま
た
高
齢
者
は
動
体
視
力
低
下
や
複

数
の
情
報
を
同
時
に
処
理
す
る
事
が
苦

手
に
な
り
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
や
ブ
レ
ー

キ
操
作
に
遅
れ
が
生
じ
、
大
事
故
を
引

き
起
こ
す
事
も
あ
る
が
、
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
は
自
分
の
運
転
癖
を
客
観
的

に
認
識
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
市
民
の
安
全
安
心
確
保
の
た
め
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
費
補
助
を
し
て

は
ど
う
か
。

●
総
務
部
長

　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
事
故
の

発
生
状
況
の
明
確
化
や
職
員
の
安
全
運

転
意
識
と
運
転
マ
ナ
ー
の
向
上
が
期
待

さ
れ
る
ほ
か
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
設
置
し
た
公
用
車
が
市
内
を
走
行
す

る
こ
と
で
防
犯
カ
メ
ラ
の
役
割
も
担
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら

公
用
車
へ
の
設
置
を
順
次
進
め
て
い

る
。
令
和
５
年
２
月
末
時
点
で
公
用
車

１
２
５
台
の
う
ち
50
台
に
設
置
し
て
お

り
、
全
て
の
公
用
車
へ
の
設
置
を
目
指

し
、
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
費
の
補

助
に
つ
い
て
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
高

齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置
の
補
助
内
容

を
拡
充
す
る
こ
と
も
含
め
、
先
進
自
治

体
の
取
組
を
参
考
に
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
障
が
い
者
自
動
車
運
転
免
許
取
得

費
補
助
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

●
中
山
治
議
員

　
以
前
の
質
問
で
、
小
中
学
校
の
太
陽

光
発
電
設
備
の
パ
ワ
コ
ン
が
故
障
し
、

５
校
が
停
止
中
に
つ
い
て
、
修
繕
に
慎

重
な
対
応
を
検
討
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
多
額
の
税
を
費
や
し
施
設

を
構
築
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
20
年
間

は
、
十
分
発
電
し
て
い
け
る
施
設
を
利

用
し
な
い
で
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚

え
る
。

　
つ
く
ば
市
で
は
、
修
繕
し
て
有
効
利

用
し
て
い
る
。
こ
の
現
実
を
捉
え
、
電

気
代
の
高
騰
、
脱
炭
素
や
安
全
安
心
を

考
え
る
と
き
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
含
め
、
管

理
運
営
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

●
教
育
部
長

　
県
は
平
成
28
年
９
月
に
太
陽
光
発
電

施
設
の
適
正
な
設
置
管
理
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
小
中
学
校
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た
当
時
は

設
置
に
当
た
っ
て
指
針
と
な
る
よ
う
な

定
め
は
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
当
該
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
安
全
管
理
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
管
理
責
任

者
で
あ
る
学
校
長
と
も
情
報
を
共
有
し

異
常
が
な
い
か
等
適
正
な
管
理
に
努
め

て
い
る
。

　
来
年
度
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
の
取
組
と
し
て
、
公
共
施

設
等
へ
の
設
備
の
導
入
に
係
る
調
査
費

用
を
計
上
し
て
お
り
、
教
育
委
員
会
と

し
て
も
、
市
の
取
組
を
踏
ま
え
設
備
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
そ
の

際
は
今
の
設
備
を
撤
去
し
、
現
在
の
性

能
の
優
れ
た
新
た
な
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
置
等
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
市
内
太
陽
光
発
電
設
備
の
廃
棄
に

つ
い
て

中山　治

小
中
学
校
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
在

り
方
及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て



13 つくばみらい市議会だより

守谷　智明

地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

中村　豊

温
水
プ
ー
ル
の
建
設
に
つ
い
て

●
中
村
豊
議
員

　
市
立
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
老
朽

化
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
今
後
の
維
持

費
や
修
理
費
用
を
考
え
る
と
温
水
プ
ー

ル
を
建
設
し
、
通
年
で
の
プ
ー
ル
授
業

が
適
し
て
い
る
と
思
う
。
近
隣
市
町
村

で
は
、
市
民
温
水
プ
ー
ル
等
で
授
業
を

行
っ
て
い
る
所
が
多
い
。
つ
く
ば
市
の

新
設
校
で
は
、
主
に
学
校
が
使
用
す
る

温
水
プ
ー
ル
を
学
校
と
は
別
の
場
所
に

建
設
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
牛
久
市

で
は
、
学
校
単
体
で
温
水
プ
ー
ル
を
建

設
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
市
民
温
水

プ
ー
ル
等
を
建
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

●
教
育
部
長

　
近
年
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
多
様
な

ニ
ー
ズ
が
あ
る
中
で
、
本
市
で
も
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
要
望
が
あ
る

こ
と
か
ら
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

し
、
さ
ら
な
る
施
設
の
充
実
化
を
図
る

た
め
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

温
水
プ
ー
ル
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
市

民
プ
ー
ル
の
建
設
に
つ
い
て
も
検
討
し
、

水
泳
の
授
業
で
活
用
す
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
て
い
き
た
い
が
、
市
民
プ
ー
ル

の
目
的
は
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
需
要
や
健

康
づ
く
り
に
対
応
し
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
水
泳
の
授
業
で
の
活
用
に
つ
い
て

は
さ
ら
な
る
有
効
活
用
を
図
る
た
め
の

一
方
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

●
守
谷
智
明
議
員

　
本
市
で
は
今
年
3
月
に
新
た
に
地
域

公
共
交
通
計
画
が
策
定
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
増

便
や
ル
ー
ト
再
編
、
病
院
バ
ス
の
き
ぬ

医
師
会
病
院
へ
の
運
行
可
能
性
な
ど
更

な
る
改
善
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
デ

マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
予
約
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
現
在
利
用
者
か
ら
予
約

が
取
り
づ
ら
い
と
聞
く
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
の
導
入
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
道
路
交
通
法
改
正
後
の
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
公
道
走
行
に
つ
い

て
、
本
市
の
対
応
を
伺
う
。

●
都
市
建
設
部
長

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

公
共
交
通
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
結
果

を
分
析
し
、
再
編
に
向
け
検
討
し
て
い

る
。
バ
ス
の
増
車
は
難
し
い
が
、
今
あ

る
台
数
で
い
か
に
効
率
的
な
ル
ー
ト
・

ダ
イ
ヤ
を
組
む
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま

た
、
き
ぬ
医
師
会
病
院
へ
の
病
院
バ
ス

も
直
通
運
行
に
限
定
せ
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
経
由
も
含
め
検
討
す
る
。

　
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
予
約
に

つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の

仕
組
み
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
か
検
討
し
て
い
る
。

　

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

自
動
車
等
と
接
触
す
る
な
ど
危
険
な
点

が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
改
正
な

ど
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
利
用
者

の
安
全
運
転
啓
発
だ
け
で
な
く
、
市
民

に
対
し
て
も
新
た
な
移
動
手
段
が
加
わ

る
点
や
、
走
行
に
関
す
る
危
険
性
等
に

つ
い
て
も
周
知
す
る
。



14つくばみらい市議会だより

岡本　昌弘

学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て

小林　芳子

小
絹
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●
小
林
芳
子
議
員

　
小
絹
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
将
来
像
で
は
『
豊
か
な
暮
ら
し
の
中

に
活
力
と
賑
わ
い
が
交
差
す
る
み
ら
い

の
地
域
』
と
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化
で

人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
小
絹
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。
小
絹
小
中
学
校
の

存
続
を
心
配
し
て
い
る
方
が
多
い
が
、

市
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
地
域
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て
も

伺
う
。

●
都
市
建
設
部
長

　
市
は
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、

地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

医
療
・
福
祉
・
商
業
等
の
生
活
機
能
を

確
保
し
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
代
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
令
和
２
年
３

月
に
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
地

域
公
共
交
通
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

　
小
絹
小
中
学
校
を
含
む
５
校
を
ま
ち

づ
く
り
に
係
る
重
要
な
都
市
施
設
と
し

て
、
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
て
い
く
も

の
と
し
て
都
市
計
画
決
定
し
た
。

　
引
き
続
き
、
み
ら
い
に
つ
な
が
る
好

循
環
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い
く
。

●
市
長

　
小
絹
中
学
校
を
廃
校
に
す
る
考
え
は

な
い
。
学
校
の
統
合
や
廃
校
は
重
要
な

問
題
で
あ
り
、
議
会
で
審
議
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
今
後
も
し
っ
か
り
と
し
た

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

●
総
務
部
長

　
防
犯
対
策
は
、
地
域
と
連
携
し
対
策

に
あ
た
っ
て
い
る
。
今
後
も
連
携
し
進

め
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
難
病
患
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

●
岡
本
昌
弘
議
員

　
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は
、
未
来
の

日
本
を
支
え
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
で

あ
り
、
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
子
ど
も
や
若
者
世

代
に
対
す
る
未
来
へ
の
投
資
は
、
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
と
同
時
に
、
社
会

保
障
の
担
い
手
を
増
や
す
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
子
育
て
の
負
担
、
教
育
に

対
す
る
負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
市
内
小
中
学
校
の
給
食
費
の
無

償
化
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
を
伺
う
。

●
市
長

　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
支
援
の
一
つ
で
あ
り
、
義
務
教

育
に
か
か
る
費
用
は
親
の
所
得
に
関
係

な
く
、
無
償
で
あ
る
こ
と
が
理
想
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
市
の
学
校
給
食
の
食
材

費
は
約
２
億
７
千
万
円
と
い
う
大
き
な

金
額
が
必
要
と
な
り
、
す
べ
て
を
一
般

財
源
に
求
め
る
こ
と
は
負
担
が
大
き
く
、

す
ぐ
に
給
食
費
を
完
全
無
償
化
と
す
る

た
め
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
や
、
地
方

交
付
税
制
度
な
ど
の
地
方
財
政
制
度
を

見
直
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽
減
し
、
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
の

一
つ
と
し
て
、
今
、
何
が
出
来
る
の
か
、

段
階
的
な
取
り
組
み
も
含
め
、
引
き
続

き
検
討
し
、
こ
れ
か
ら
も
理
想
を
追
い

求
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー

ト
事
業
に
つ
い
て
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古川　よし枝

中
学
校
校
則
に
つ
い
て

直井　高宏

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
食
育
の
現
状
に

つ
い
て

●
古
川
よ
し
枝
議
員

　
中
学
校
の
校
則
は
髪
型
や
眉
を
整
え

る
こ
と
等
身
体
に
関
わ
る
こ
と
や
身
に

着
け
る
物
の
カ
ラ
ー
の
規
則
等
、
大
人

の
感
覚
の
「
中
学
生
ら
し
い
」
と
い
う

く
く
り
で
規
則
に
し
て
は
い
な
い
か
。

昨
年
の
改
定
版
「
生
徒
指
導
提
要
」
に
、

子
ど
も
の
意
見
表
明
を
明
記
し
て
い
る

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
が
盛
り
込

ま
れ
た
。ま
た
、校
則
に
つ
い
て
合
理
的・

教
育
的
根
拠
を
説
明
で
き
な
い
も
の
は

ル
ー
ル
化
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い

る
。
再
度
、
生
徒
指
導
提
要
に
基
づ
く

校
則
・
運
用
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

●
教
育
部
長

　
現
在
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校

や
地
域
の
状
況
、
社
会
の
変
化
等
を
踏

ま
え
、
校
則
に
つ
い
て
改
め
て
学
校
の

教
育
目
的
に
照
ら
し
て
適
切
な
内
容
か
、

現
状
に
合
う
内
容
に
変
更
す
る
必
要
が

な
い
か
、
ま
た
、
本
当
に
必
要
な
も
の

か
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
校
則
に
よ
っ
て
不
要
に
行

動
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
が
い
な

い
か
、
い
る
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
点

に
配
慮
が
必
要
で
あ
る
か
検
討
し
て
い

る
。

　
学
校
で
の
環
境
が
、児
童
生
徒
に
と
っ

て
安
心
し
て
楽
し
く
通
え
る
魅
力
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
は
今

後
も
各
学
校
へ
の
指
導
助
言
に
努
め
て

い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

●
直
井
高
宏
議
員

　
食
育
の
推
進
は
国
の
重
要
施
策
で
あ

り
、
経
験
を
通
じ
食
に
関
す
る
知
識
と

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
を
選
択
す
る
力
を

身
に
つ
け
、
健
全
な
食
生
活
を
育
み
、

規
則
正
し
く
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

を
摂
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
市
で
は
、

食
育
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
が
、

食
育
推
進
の
状
況
を
伺
う
。

　
財
源
の
確
保
と
い
う
課
題
は
あ
る
が
、

で
き
れ
ば
学
校
給
食
の
無
償
化
に
向
け

て
の
積
極
的
な
調
査
、
研
究
を
進
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す

の
食
育
推
進
を
図
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

●
保
健
福
祉
部
長

　
市
内
生
産
者
協
力
の
も
と
市
内
農
産

物
に
特
化
し
た
料
理
教
室
、
日
本
最
大

の
料
理
レ
シ
ピ
サ
イ
ト
で
市
管
理
栄
養

士
考
案
の
１
０
０
件
超
の
レ
シ
ピ
紹
介
、

「
あ
さ
の
い
ち
」
で
の
朝
食
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
、
様
々
な
場
面
で
幅
広
い
市
民
に

積
極
的
に
食
育
を
啓
発
し
て
い
る
。
今

後
も
、
関
係
機
関
や
地
域
と
連
携
し
一

層
の
食
育
推
進
に
努
め
て
い
く
。

●
教
育
部
長

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内
各

学
校
を
計
画
的
に
訪
問
し
、
食
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い
る
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、
食
に
関
す
る
指

導
の
全
体
計
画
を
作
成
し
、
学
校
と
家

庭
、
地
域
が
連
携
し
た
横
断
的
な
食
育

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
子
ど
も
た
ち
の
食
育
の
推

進
に
力
を
入
れ
て
い
く
。
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日 月 火 水 木 金 土
5/28 29 30 31 6/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

本会議（一般質問）本会議（一般質問）

令和５年　第２回定例会

本会議
（開会）

休会

本会議
（閉会）

休会

休会

※日程等については、変更になる場合があります。なお、会期日程は、
議会運営委員会（通常は開会日の７日前に開催）で協議され、定例会
初日の本会議で決定されますので、事前に議会事務局までお問い合わ
せください。

◆ 会議録の公開について ◆
会議の会議録は、市ホームページ、市立図書
館、議会事務局でご覧いただけます。なお、
最新の会議録の公開開始は、各定
例会終了から概ね３か月後となり
ます。

◆ 本会議ライブ配信・録画配信 ◆
本会議の模様をインターネットを通して、ご
自宅・外出先等からYouTube のライブ映像
をご視聴できます。
また、つくばみらい市議会では、「市民に身近な、
開かれた議会」を目指し、ホームページより
録画の配信を行っています。それ
ぞれの映像の掲載期間は１年とな
ります。どうぞ、ご覧ください。

◆ 議会ＴＶ放映中 ◆
議会開会中、伊奈庁舎、谷和原庁舎及びみら
い平市民センターのロビーに設置してあるテ
レビで、本会議の様子を生中継しています。
どうぞ、ご視聴ください。

　議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴する
ことができます。
　傍聴は、先着順で受付票に住所、氏名、年齢を
記入していただくことで、傍聴席に入場できます。
　議場の構造上、議会映像配信（ライブ配信・録
画配信）において、傍聴席が映り込む可能性があ
ります。ご了承お願いします。

◆ 市議会の傍聴について ◆ ● 感染症対策のお願い ●
　本会議・委員会を傍聴される際には、次のとお
りご協力をお願いします。

１．傍聴受付前に設置している消毒液で手指の消
毒をお願いします。

２．当日の朝にご自宅で検温し、高熱のある場合
や体調不良（だるい・咳が出るなど）の場合
は傍聴の自粛をお願いします。

　マスクの着用は、「個人の判断」が基本となり
ます。本人の意思に反してマスクの着脱を強いる
ことがないよう、ご理解・ご協力をお願いします。

休会

教育民生
常任委員会

休会

休会 休会

補正予算
特別委員会

総務常任
委員会

休会経済常任
委員会

◆ 音声による議会だより ◆
ホームページでは音声による議会だよりの配
信を行っています。音声は、ボランティア団
体『朗読グループかたくり』のご協力で音声
訳を作成しています。
また、社会福祉協議会を窓口に目の不自由な
方々を対象に、無料でCDの貸し
出しをしています。ぜひ、お聴き
ください。

ご意見ご感想をお寄せください！
「議会だより」についてのご意見・ご
感想をお寄せください。今後の本誌
編集の参考にさせていただきます。
また、議会についてのご意見等あり
ましたら併せてお聞かせください。

つくばみらい市
イメージキャラクター

「みらいりんぞう」R

傍聴者の守るべき事項があります。
詳細は議会事務局にお問い合わせ
願います。 R


